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１ 編成方針 

 ７．２９豪雨災害等による財政負担の影響が続く中、依然として厳しい状況にある地域経済におい

て、市税収入の大幅な回復は見込まれないことに加え、地方財政対策における地方公務員給与費の削

減により普通交付税が減少する一方、公債費や扶助費等の義務的経費や退職手当などの財政負担の増

加が見込まれ、当市の財政状況は極めて厳しい状況にあります。 

 このような状況にあっても、災害復旧・災害関連事業に着実に取り組むとともに、地域経済の再活

性化に向けた支援策等の重点政策に積極的に取り組み、総合計画に掲げる将来都市像を実現していく

ため、新経営戦略プログラムに基づく行財政改革による財源確保に加え、国の緊急経済対策による交

付金等の財政措置を活用し、後年度の財政への影響にも十分配慮した上で、予算編成を行いました。 

 

 

２ 予算規模 

 

 

 

 

 

 

増減額
(C)=(A)-(B)

増減率
(C)/(B)

一 般 会 計 44,875,000 48,135,000 △ 3,260,000 △ 6.8

国民健康保険事業特別会計 10,375,400 10,245,300 130,100 1.3

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 869,500 847,800 21,700 2.6

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 8,707,700 8,550,400 157,300 1.8

農業集落排水事業特別会計 663,300 640,800 22,500 3.5

勤労者福祉共済事業特別会計 16,000 13,000 3,000 23.1

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 2,916,800 2,868,100 48,700 1.7

合 計 68,423,700 71,300,400 △ 2,876,700 △ 4.0

区 分

（単位：千円、％）

平成２５年度
(A)

平成２４年度
(B)

比 較

 

 

 

一般会計の予算規模    

44,875,000千円 （前年度比3,260,000千円の減、伸び率△６．８％） 

三条市全体の予算規模（一般会計と特別会計の合計） 

68,423,700千円 （前年度比2,876,700千円の減、伸び率△４．０％） 



 - 2 -

（１）一般会計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 当初予算と国の緊急経済対策等を活用した平成 24 年度 3 月補正予算を一体のもの

として編成した、いわゆる「１３か月予算」の規模は前年度比 3,050,000 千円、6.3％

の増（当初予算の規模は前年度比△3,260,000 千円、△6.8％）といたしました。 

 引き続き定員の適正化や総枠配分方式による予算編成などによる経費の抑制を図

りながら、国の緊急経済対策により措置された交付金等を最大限に活用することによ

り、災害復旧・災害関連事業に全力で取り組んでいくことはもとより、依然として厳

しい状況にある地域経済の再活性化や新市建設計画の推進、子育て環境の充実などを

図るほか、普通交付税の合併算定替の終了による減額を見据えた中で、老朽化した公

共施設の改修等にも財源を重点的に配分しました。 

 

(以下、説明は当初予算対比で記載) 

 

歳 出 

【減要因】 

① 経常経費 

・職員人件費（一般職）   △283,759千円（特別会計を含み、退職手当を除く） 

職員数の削減   ○251,175人←○241,223人（△48人） 

     （企業職員等含む ○251,209人←○241,265人（△56人）） 

 

② 投資的経費 

・ごみ処理施設建設事業       △876,362 千円（○25 70,000千円←○24 946,362千円） 

・第二中学校区小中一体校建設事業  △869,566 千円（○25      0千円←○24 869,566 千円） 

・川通どれみ保育園建設費補助金   △198,225 千円（○25 90,000千円←○24 288,225千円） 

◎国の緊急経済対策等を活用した「１３か月予算」の規模 
 
              51,185,000千円（前年度比＋3,050,000千円、＋ 6.3％） 
 
 ・投資的経費の規模      11,698,510千円（前年度比＋4,419,181千円、＋60.7％） 

 ・地方債の発行           9,185,700千円（前年度比＋2,199,700千円、＋31.5％） 

○当初予算の規模          44,875,000千円（前年度比 △3,260,000千円、△ 6.8％） 

 ・投資的経費の予算規模      5,434,595千円（前年度比 △1,844,734千円、△25.3％） 

 ・財政調整基金(財源調整)の取崩   600,000千円（前年度比 ＋ 257,000千円、＋74.9％） 

 ・地方債の発行          5,223,400千円（前年度比 △1,762,600千円、△25.2％） 

○当初予算の規模          44,875,000千円（前年度比 △3,260,000千円、△ 6.8％） 

 ・投資的経費の予算規模      5,434,595千円（前年度比 △1,844,734千円、△25.3％） 

 ・財政調整基金(財源調整)の取崩   600,000千円（前年度比 ＋ 257,000千円、＋74.9％） 

 ・地方債の発行          5,223,400千円（前年度比 △1,762,600千円、△25.2％） 
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③ その他 

・金融対策事業費       △2,009,060 千円（○256,116,728千円←○248,125,788千円） 

・国民健康保険事業特別会計繰出金 △82,261 千円（○25 508,520千円←○24 590,781千円） 

・総枠配分方式による経費削減   △236,088 千円（5％、10％削減） 

 

【増要因】 

① 投資的経費 

・第一中学校区小中一体校建設事業 ＋413,839 千円（○251,251,505千円←○24 837,666千円） 

・災害復旧関連道路改良事業    ＋246,492 千円（○25   246,492千円←○24      0千円） 

・小学校施設整備費        ＋199,129 千円（○25  221,110千円←○24  21,981千円） 

 

② その他 

・長期債元金           ＋343,623 千円（○255,441,019千円←○245,097,396千円） 

・私立保育園運営委託料      ＋215,715 千円（○251,980,151千円←○241,764,436千円） 

・退職手当            ＋120,156 千円（○251,032,591千円←○24  912,435千円） 

・清掃センター費         ＋ 97,416 千円（○25  420,168千円←○24 322,752千円） 

 

歳 入 

① 地域の元気臨時交付金         ＋1,089,233 千円（○251,089,233千円←○24      0千円） 

② 退職手当債           ＋  161,800 千円（○25  573,000千円←○24 411,200千円） 

 

（２）特別会計 
 

国民健康保険事業特別会計

 保険給付費、後期高齢者支援金などの増 

 

後期高齢者医療特別会計

 加入者の増による後期高齢者医療広域連合納付金の増 
 

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計

 居宅介護サービス受給者の増による給付費の増 
 

農業集落排水事業特別会計

 総務費、公債費の増 
 

勤労者福祉共済事業特別会計

 余暇事業費、給付事業費の増 
 

公共下水道事業特別会計

 特定環境保全公共下水道建設費の増 
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３ 予算の状況（一般会計） 

（１）歳入の概要 

（単位：千円、％）

予算額
(A)

構成比
予算額
(B)

構成比
増減額

(C)=(A)-(B)
増減率
(C)/(B)

1 市 税 12,686,881 28.3 12,570,724 26.1 116,157 0.9

2 地 方 譲 与 税 385,000 0.9 400,000 0.8 △ 15,000 △ 3.8

3 利 子 割 交 付 金 30,000 0.1 30,000 0.1

4 配 当 割 交 付 金 18,000 15,000 3,000 20.0

5 株式等譲渡所得割交付金 2,500 4,000 △ 1,500 △ 37.5

6 地 方 消 費 税 交 付 金 1,050,000 2.3 1,050,000 2.2

7 ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 12,000 15,000 △ 3,000 △ 20.0

8 自 動 車 取 得 税 交 付 金 90,000 0.2 90,000 0.2

9 地 方 特 例 交 付 金 45,000 0.1 40,000 0.1 5,000 12.5

10 地 方 交 付 税 8,600,000 19.2 8,600,000 17.9

11 交通安全対策特別交付金 20,000 21,000 △ 1,000 △ 4.8

12 分 担 金 及 び 負 担 金 745,618 1.7 746,292 1.6 △ 674 △ 0.1

13 使 用 料 及 び 手 数 料 561,805 1.3 561,773 1.2 32

14 国 庫 支 出 金 5,340,012 11.9 4,929,496 10.2 410,516 8.3

15 県 支 出 金 2,758,174 6.1 3,055,640 6.3 △ 297,466 △ 9.7

16 財 産 収 入 44,909 0.1 44,935 0.1 △ 26 △ 0.1

17 寄 附 金 5 5

18 繰 入 金 721,149 1.6 473,033 1.0 248,116 52.5

19 繰 越 金 100,000 0.2 100,000 0.2

20 諸 収 入 6,440,547 14.4 8,402,102 17.5 △ 1,961,555 △ 23.3

21 市 債 5,223,400 11.6 6,986,000 14.5 △ 1,762,600 △ 25.2

44,875,000 100.0 48,135,000 100.0 △ 3,260,000 △ 6.8計

平成２５年度 平成２４年度 比 較

区 分

 

諸収入
14.4%

市債
11.6%

地方
交付税
19.2%

自主
47.6%依存

52.4%

市税
28.3%

その他
4.9%

その他
3.6%

県支出金
6.1%

国庫
支出金
11.9%

 

歳入

歳入予算構成比 

〈依存財源 その他 の内訳〉 

地方消費税交付金    2．３％ 

地方譲与税       ０．９％ 

自動車取得税交付金   ０．2％ 

利子割交付金      ０．１％ 

地方特例交付金     ０．１％ 

交通安全対策特別交付金 ０．０％ 

配当割交付金      ０．０％ 

株式等譲渡所得割交付金 ０．０％ 

ゴルフ場利用税交付金  ０．０％ 

〈自主財源 その他 の内訳〉 
分担金及び負担金 １．７％ 

繰入金      １．６％ 
使用料及び手数料 １．３％ 
繰越金      ０．２％ 
財産収入     ０．１％ 
寄附金      ０．０％ 
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【一般会計歳入の主な増減内容】 

 

市 税 

 
評価下落に伴う固定資産税、都市計画税の減はあるものの、法人市民税
や市たばこ税の増により、１１６，１５７千円、０．９％の増 
 
 

国 庫 支 出 金 

 
小中一体校建設に対する小中学校施設整備費負担金や地域の元気臨時交
付金などの増により、４１０，５１６千円、８．３％の増 
 
 

県 支 出 金 
 

農地農業用施設災害復旧事業費補助金の減や、ＨＰＶワクチン等接種事
業補助金などの減により、２９７，４６６千円、９．７％の減 
 
 

繰 入 金 
 

水道事業会計繰入金の減はあるものの、財政調整基金繰入金の増により、
２４８，１１６千円、５２．５％の増 
 
 

諸 収 入 

 
中小企業経営安定化緊急対策資金等の制度融資繰戻金の減などにより、
１，９６１，５５５千円、２３．３％の減 
 
 

市 債 
 

ごみ処理施設建設事業や第二中学校区小中一体校建設事業の完了によ
り、１，７６２，６００千円、２５．２％の減 
 
 
 

【歳入予算一般財源の状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：千円、％）

予算額
(A)

構成比
予算額
(B)

構成比
増減額

(C)=(A)-(B)
増減率
(C)/(B)

市 税 12,686,881 49.1 12,570,724 49.5 116,157 0.9

地 方 譲 与 税 385,000 1.5 400,000 1.6 △ 15,000 △ 3.8

利 子 割 交 付 金 30,000 0.1 30,000 0.1

配 当 割 交 付 金 18,000 0.1 15,000 0.1 3,000 20.0

株式等譲渡所得割交付金 2,500 4,000 △ 1,500 △ 37.5

地 方 消 費 税 交 付 金 1,050,000 4.1 1,050,000 4.1

ゴルフ場利用税交付金 12,000 0.1 15,000 0.1 △ 3,000 △ 20.0

自 動 車 取 得 税 交 付 金 90,000 0.3 90,000 0.3

地 方 特 例 交 付 金 45,000 0.2 40,000 0.1 5,000 12.5

地 方 交 付 税 8,600,000 33.3 8,600,000 33.8

繰 入 金 603,877 2.3 345,630 1.4 258,247 74.7

諸 収 入 ・ そ の 他 2,300,087 8.9 2,253,278 8.9 46,809 2.1

計 25,823,345 100.0 25,413,632 100.0 409,713 1.6

平 成 ２ ５ 年 度 平 成 ２ ４ 年 度 比 較

区 分
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（２）歳出の概要 

 ①目的別分類 

（単位：千円、％）

予算額
(A)

構成比
予算額
(B)

構成比
増減額

(C)=(A)-(B)
増減率
(C)/(B)

1 議 会 費 296,281 0.7 306,806 0.6 △ 10,525 △ 3.4

2 総 務 費 3,958,085 8.8 3,617,392 7.5 340,693 9.4

3 民 生 費 12,598,084 28.1 12,653,524 26.3 △ 55,440 △ 0.4

4 衛 生 費 2,784,864 6.2 3,532,073 7.3 △ 747,209 △ 21.2

5 労 働 費 203,761 0.4 204,459 0.4 △ 698 △ 0.3

6 農林水産業費 1,014,143 2.3 828,462 1.7 185,681 22.4

7 商 工 費 7,077,678 15.8 9,227,283 19.2 △ 2,149,605 △ 23.3

8 土 木 費 3,826,162 8.5 4,444,005 9.2 △ 617,843 △ 13.9

9 消 防 費 1,439,489 3.2 1,384,084 2.9 55,405 4.0

10 教 育 費 4,962,897 11.1 4,894,127 10.2 68,770 1.4

11 災 害 復 旧 費 328,690 0.7 949,045 2.0 △ 620,355 △ 65.4

12 公 債 費 6,374,509 14.2 6,083,383 12.7 291,126 4.8

13 諸 支 出 金 357 357

14 予 備 費 10,000 10,000

44,875,000 100.0 48,135,000 100.0 △ 3,260,000 △ 6.8計

平 成 ２ ５ 年 度 平 成 ２ ４ 年 度 比 較

区 分

 

 

 

 

総務費
8.8%

教育費
11.1%

公債費
14.2%

商工費
15.8%

民生費
28.1%

その他
4.1%消防費

3.2%

衛生費
6.2%

土木費
8.5%

 

 

 

 

歳出予算構成比（目的別）

歳出 
目的別 

〈その他 の内訳〉 
農林水産業費 ２．３％ 
災害復旧費  ０．７％ 
議会費    ０．７％ 
労働費    ０．４％ 
諸支出金   ０．０％ 
予備費     ０．０％ 
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【一般会計歳出の主な増減内容（目的別）】 

 

 

 

総 務 費 

 

退職手当や庁舎整備費、電算システムのデータ移行委託料の増などに

より、３４０，６９３千円、９．４％の増 

 

 

民 生 費 

 

私立保育園運営委託料の増などがあるものの、川通どれみ保育園建設

費補助金や国民健康保険事業特別会計繰出金の減などにより、５５，４

４０千円、０．４％の減 

 

 

衛 生 費 

 

ごみ処理施設運転委託料や子ども医療費助成費などの増があるもの

の、ごみ処理施設建設事業費の減などにより、７４７,２０９千円、２

１．２％の減 

 

 

農林水産業費 

 

災害復旧関連農業用施設等改良事業費や濁沢名下線開設事業等の林

道整備事業費の増などにより、１８５，６８１千円、２２．４％の増 

 

 

商 工 費 

 

中小企業振興資金預託金、中小企業経営安定化緊急対策資金預託金等

の制度融資預託金の減などにより、２，１４９，６０５千円、２３．３％

の減 

 

 

土 木 費 

 

災害復旧関連道路改良及び水路改良事業費の増などがあるものの、新

保裏館線道路改良事業や消雪施設整備費等について国の緊急経済対策

に伴い平成２４年度補正予算措置したことによる減などにより、６１

７，８４３千円、１３．９％の減 

 

 

教 育 費 

 

第二中学校区小中一体校建設事業の完了による減などがあるものの、

第一中学校区小中一体校建設事業費や小・中学校施設整備費、教育セン

ター整備事業費の増などにより、６８，７７０千円、１．４％の増 

 

災 害 復 旧 費 

 

農地災害復旧費や道路橋梁災害復旧費の減などにより、６２０，３５

５千円、６５．４％の減 

 

 

公 債 費 

 

合併特例事業債や臨時財政対策債の元金償還金の増により２９１，１

２６千円、４．８％の増 
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②性質別分類 

（単位：千円、％）

予算額
(A)

構成比
予算額
(B)

構成比
増減額

(C)=(A)-(B)
増減率
(C)/(B)

22,189,506 49.5 21,861,114 45.5 328,392 1.5

7,838,432 17.5 8,021,080 16.7 △ 182,648 △ 2.3

う ち 職 員 給 4,725,539 10.5 4,887,562 10.2 △ 162,023 △ 3.3

う ち 退 職 手 当 1,043,451 2.3 912,435 1.9 131,016 14.4

4,726,735 10.5 4,493,992 9.3 232,743 5.2

531,181 1.2 472,615 1.0 58,566 12.4

7,364,881 16.4 7,157,793 14.9 207,088 2.9

1,728,277 3.9 1,715,634 3.6 12,643 0.7

うち一部事務組合負担金 221,670 0.5 240,243 0.5 △ 18,573 △ 7.7

5,434,595 12.1 7,279,329 15.1 △ 1,844,734 △ 25.3

5,105,905 11.4 6,330,284 13.1 △ 1,224,379 △ 19.3

328,690 0.7 949,045 2.0 △ 620,355 △ 65.4

6,519,234 14.5 6,232,696 12.9 286,538 4.6

1,407 1,322 85 6.4

161,544 0.4 173,653 0.4 △ 12,109 △ 7.0

6,142,860 13.7 8,125,570 16.9 △ 1,982,710 △ 24.4

4,415,854 9.8 4,451,316 9.2 △ 35,462 △ 0.8

10,000 10,000

計 44,875,000 100.0 48,135,000 100.0 △ 3,260,000 △ 6.8

予 備 費

積 立 金

人 件 費

物 件 費

維 持 補 修 費

扶 助 費

補 助 費 等

投 資 的 経 費

公 債 費

普 通 建 設 事 業 費

貸 付 金

繰 出 金

消 費 的 経 費

比 較

区 分

投 資 及 び 出 資 金

平 成 ２ ５ 年 度 平 成 ２ ４ 年 度

災 害 復 旧 事 業 費

 

 

物件費
10.5%

繰出金
9.8%

補助費等
3.9%

その他
2.3%

人件費
17.5%

扶助費
16.4%

公債費
14.5%貸付金

13.7%

普通建設事業費
11.4%

 

歳出予算構成比（性質別）

歳出 
性質別 

〈その他 の内訳〉 
維持補修費    １．２％ 
災害復旧事業費  ０．７％ 
投資及び出資金  ０．４％ 
積立金      ０．０％ 
予備費      ０．０％ 
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【一般会計歳出の主な増減内容（性質別）】 

 

人 件 費 

 
退職手当の増はあるものの、職員数の減による職員給の減により、１８

２，６４８千円、２．３％の減 

 

 

物 件 費 

 
ごみ処理施設運転委託料の増や、電算システムの共同化に係るデータ移

行経費の増などにより、２３２，７４３千円、５．２％の増 

 

 

維 持 補 修 費 

 
道路補修に要する経費の増や公共施設の修繕経費の増などにより、５８，

５６６千円、１２．４％の増 

 

 

扶 助 費 

 
保育所の民営化に伴う私立保育園運営委託料の増や、子ども医療費助成

費の増などにより、２０７，０８８千円、２．９％の増 

 

 

補 助 費 等 

 
成長産業分野進出支援事業補助金などの減はあるものの、中心市街地拠

点施設運営補助金や若年者雇用拡大奨励金の増などにより、１２，６４３

千円、０．７％の増 

 

 

投 資 的 経 費 

 
第一中学校区小中一体校建設事業費の増はあるものの、ごみ処理施設建

設事業や第二中学校区小中一体校建設事業の完了などにより、１，８４４，

７３４千円、２５．３％の減 

 

 

公 債 費 

 
 

合併特例事業債や臨時財政対策債の元金償還の増により、２８６，５３

８千円、４．６％の増 

 

 

貸 付 金 
 

中小企業経営安定化緊急対策資金預託金、中小企業災害特別資金預託金

等の制度融資預託金の減などにより、１，９８２，７１０千円、２４．４％

の減 

 

 

繰 出 金 
 

介護保険事業特別会計繰出金や県後期高齢者医療広域連合負担金の増は

あるものの、国民健康保険事業特別会計繰出金や公共下水道事業特別会計

の減などにより、３５，４６２千円、０．８％の減 
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４ 基金の状況 

 平成２５年度末の基金残高見込額は、６，９７４，５５１千円 

 平成２５年度中に財政調整基金、奨学基金、介護給付費準備基金の取崩を行うことなどにより、平

成２４年度末残高見込額から６４８，３８２千円の減 

（単位：千円）

積立見込額 取崩見込額

3,207,289 1 603,877 2,603,413

524,163 67,000 67,000 524,163

1,518,486 630 1,519,116

107,135 107,135

198,927 4,102 194,825

344,934 84 4,550 340,468

98,127 99 2,000 96,226

30,129 31 3,037 27,123

116,000 1,769 114,231

103,101 104 103,205

217,477 1 17,541 199,937

100,000 100 100,100

64,532 3,365 61,167

184,397 184,397

356,396 357 356,753

384 1 1 384

451,456 452 10,000 441,908

7,622,933 68,860 717,242 6,974,551合 計

平成２４年度
末残高見込額

市 債 管 理 基 金

職 員 退 職 手 当 基 金

国 際 交 流 基 金

人 材 育 成 基 金

文 化 振 興 基 金

財 政 調 整 基 金

区 分

温 泉 保 養 交 流 施 設 等 整 備 基 金

平成２５年度増減見込額 平成２５年度
末残高見込額

社 会 福 祉 基 金

諸橋文庫・諸橋博士漢学の里基金

公 共 施 設 整 備 基 金

介 護 給 付 費 準 備 基 金

国民健康保険事業財政調整基金

花 と 緑 の ま ち づ く り 基 金

下 水 道 施 設 等 整 備 基 金

奨 学 基 金

アークランドサカモト株式会社障がい者福祉基金

理 科 教 育 振 興 基 金

 

 

５ 市債の状況 

 平成２５年度末の市債残高見込額は９７，２４７，７６８千円 

 平成２４年度末残高見込額から７２３，９８３千円の減 

（単位：千円）

起債見込額 元金償還見込額

一 般 会 計 71,692,872 5,223,400 5,441,019 71,475,253

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 6,978,874 202,200 363,936 6,817,138

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 19,300,005 955,400 1,300,028 18,955,377

合 計 97,971,751 6,381,000 7,104,983 97,247,768

区 分
平成２４年度
末残高見込額

平成２５年度
末残高見込額

平成２５年度増減見込額
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６ 重点政策の概要 

個性豊かで活気に満ちあふれ、安心して暮らせるまちとして発展し続けるため、当市の「軸」で

ある「ものづくり」の基盤強化と行政の「軸」である「５つの徹底」の更なる推進を両輪として、

政策の基礎となる「人」への投資に目を向け、これまで推進してきた各種施策の効果を確実なもの

にしていきながら、更に、積極果敢に市政を展開していきます。 
さらに、国の平成２４年度補正予算を最大限に活用した中で、平成２４年度３月補正予算と一体

の予算と捉え、一般財源を圧縮しつつ、７．２９豪雨災害からの復旧・復興に全力で取り組むとと

もに、老朽化した公共施設を整備していきます。 
 

６－１ ５つの徹底 

１ 地域経済の再活性化 ～「産業都市三条」にこだわり抜く！～ 

２ 子育て環境の充実 ～次代を担う子どもたち・若者たちを育て抜く！～ 

３ スマートウエルネス三条の推進 ～赤ちゃんからお年寄りまでが健康的に暮らし抜く！～ 

４ シティセールスの推進 ～三条の素晴らしさをアピールし抜く！～ 

５ 市民参加の徹底 ～市民パワーを活用し抜く！～ 

 

(1)  地域経済の再活性化 ～「産業都市三条」にこだわり抜く！～ 

〔６,４３２,３７８千円 ※重複掲載を除く。 （主要事業説明資料 P１）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 農産物販路開拓推進事業              １,９２８千円（P33） 

イ 地産地消推進事業               ２５,００２千円（P33） 

ウ 農業担い手確保育成事業             ２６,７４７千円（P33） 

エ 米政策改革推進対策事業             ７４,０９４千円（P34） 

世界同時不況からの回復基調を維持し、１日も早く地域経済を安定した軌道に乗せるため、

国の補正予算を活用しながら、資金繰り支援策としてのマイナス金利融資制度を新たに創設

し、既存の制度融資等を含めた金融施策と「売れるものづくり支援事業」「成長産業分野進出

支援事業」「次世代産業創造プロジェクト事業」の３つの柱を両輪として、引き続き、支援の

アクセルを踏み続けていきます。 

加えて、当地域の将来に目を向けたときに最も大切なことは、「人」への投資であり、来年

度は、産学官連携によるそれぞれのノウハウを活かした一体的な技術系人材の教育環境を整

備するとともに、ＯＤＡ（政府開発援助）などを通じた相互利益の関係の構築、さらに、若

年層の新規創業を促すため、起業ノウハウやオフィスの提供、関係企業とのネットワークづ

くり等の支援を行うインキュベーション機能を持ったものづくり拠点の設置について検討し

ていきます。 

農業については、農業者の「所得の向上」と「担い手の充実」を柱に掲げ、販路開拓や品

質向上など営農ノウハウの習得及び実践の場としての「農業担い手育成塾」、農業者の主体的

な活動を支援する「農業者グループ研究支援事業」を創設するなど、産業として成り立つ農

業の確立を目指します。 
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オ  金融対策事業               ６,１１６,７２８千円（P35） 

                 （24補正含み６,１６２,８１３千円） 

カ  商工業活性化事業               １００,３６６千円（P35） 

キ 伝統的地場産業振興事業             ２５,７２１千円（P35） 

ク 地域ブランド推進事業（※重複掲載）       １０,７８５千円（P36） 

ケ 中心市街地活性化事業（※重複掲載）        ４７,４９６千円（P38） 

コ 観光事業（※重複掲載）             ３０,０６９千円（P39） 

サ 雇用対策事業                  １５,７０７千円（P40） 

 

(2) 子育て環境の充実 ～次代を担う子どもたち・若者たちを育て抜く！～ 

〔８,９５４,３６７千円 ※重複掲載を除く。（主要事業説明資料 P13）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 教育センター整備事業               ７２,２４４千円（P27） 

イ 小中一貫教育推進事業                ５３,９１１千円（P27） 

ウ 学力向上推進事業                  １０,３９５千円（P27） 

エ 特別支援教育事業                  １４,７６５千円（P28） 

オ いじめ・不登校対策事業               １１,７５８千円（P28） 

カ 適応指導事業                     ７,４４５千円（P28） 

キ 幼児教育推進事業                   ２,２９１千円（P28） 

ク 小学校施設整備事業                ２２１,１１０千円（P29） 

                   （24補正含み  ３８７,６７０千円） 

ケ 裏館小学校改築事業                   ４０５,２０４千円（P29） 

                   （24補正含み  ８９４,９４２千円） 

コ 中学校施設整備事業               １１１,２００千円（P29） 

                   （24補正含み  ２６７,６５０千円） 

サ 第一中学校区小中一体校建設事業        １,２５１,５０５千円（P29） 

来年度、小中一貫教育が全市一斉にスタートを切ります。この小中一貫教育の効果を最大

限に発揮していくため、様々な教育活動を支援する「教育センター」を設置し、小中一貫教

育推進研修を中心とした教職員の支援、様々な適応困難な子どもへの対応や保護者との教育

相談を実施するとともに、小中一貫教育のカリキュラムを統括し、小中一貫教育の成果や課

題の検証を行いながら、１人１人の子どもの状況に即した指導を実施していきます。 

また、子どもたちの発達段階に応じたきめ細かな支援をしていくため、「子どもの育ちサポ

ートセンター」を設置し、教育センター、特別支援教室や特別支援学校と連携しながら、子

ども・若者総合サポートシステムの中で就学前段階からの継続的な支援体制を構築していき

ます。 

これらの取組に加え、このまちの「軸」である「ものづくり」をカリキュラムの一環とし

て位置付け、ものづくり体験を通して感受性や創造性を育むとともに、災害発生時において、

子どもたちが自ら適切に災害に対応できる「生き抜く力と姿勢」を育む防災教育を推進して

いきます。 
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                   （24補正含み４,５９３,４２１千円） 

シ 食育推進事業（※重複掲載）              ６,１７４千円（P43） 

ス 総合サポートシステム事業               １,２５３千円（P44） 

セ 三条っ子発達応援事業                ２３,８９１千円（P44） 

ソ 保育サービスの充実               ２,５７８,０１８千円（P45） 

        （※うち、川通どれみ保育園建設費補助金９０,０００千円は重複掲載） 

タ 放課後児童健全育成事業              １２４,７１３千円（P46） 

 

(3) スマートウエルネス三条の推進 ～赤ちゃんからお年寄りまでが健康的に暮らし抜

く！～     〔１９４,９５７千円 ※重複掲載を除く。（主要事業説明資料 P19）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 交通安全対策事業                 ２２,８７９千円（P22） 

               （※うち、ゾーン３０の導入１０,２０６千円は重複掲載） 

イ 地域公共交通総合連携計画の推進            ８３,１６４千円（P23） 

ウ 交流空間の整備（※重複掲載）            ５,３９４千円（P24） 

エ 中心市街地活性化事業                 ４７,４９６千円（P38） 

オ スマートウエルネス三条推進事業           ２０,３９２千円（P41） 

カ 健幸マイレージ事業                  ３,６１４千円（P41） 

キ 健康運動教室事業                  １１,３３２千円（P41） 

ク 食育推進事業                     ６,１７４千円（P43） 

ケ 救急医療施設運営事業                １０,１１２千円（P43） 

 

 

 

 

 

 

生涯にわたり健康で幸せに暮らし続けるためには、歩いて行動できる範囲に生活基盤が充

実していることと併せ、楽しみながら誰もが自然と歩き、知らず知らずのうちに健康になれ

るような環境づくりが大切です。 

こうした基本認識の下、来年度は、「非日常」から「日常」へとにぎわいを更に広げてい

くため、三条小学校区をモデル地区として、まちの装いそのものをハードとソフトの両面か

ら変えていきます。 

ハード面では、車の通行に一定の制限をかけた、誰もが歩きやすい道路空間の確保に向け、

「ゾーン３０」を導入するとともに、歩行者が休憩できるたまり空間や道路にイベントステ

ージを整備するなど、道路そのものの在り方を見直していきます。 

ソフト面では、装いを変えた道路やまちの交流拠点施設「みんくる」を舞台に繰り広げら

れる「１００のプログラム」の創出を支援し、三条マルシェや商店街で行われる様々なイベ

ントなどと併せ、ハード面の整備と連携させながら、日常的な人の誘導を促進する仕組みを

構築していきます。 
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 (4)  シティセールスの推進 ～三条の素晴らしさをアピールし抜く！～ 

〔６２３,３８０千円  （主要事業説明資料 P26）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア  地域ブランド推進事業                １０,７８５千円（P36） 

イ 中心市街地活性化事業（※重複掲載）          ４７,４９６千円（P38） 

ウ 観光事業                      ３０,０６９千円（P39） 

エ 観光施設等整備事業                ５８,２７０千円（P39） 

                   （24補正含み  １２３,９７０千円） 

オ 交流拠点施設整備事業〔下田地域・保内地域・競馬場跡地〕 

                           ２９７,５５６千円（P39） 

                   （24補正含み  ４５８,５５６千円） 

 

(5) 市民参加の徹底 ～市民パワーを活用し抜く！～ 

〔２４,９３４千円 ※重複掲載を除く。（主要事業説明資料 P29）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 諸橋轍次記念館活性化事業              １,７００千円（P31） 

イ 岩田正巳画伯生誕120年記念事業           １,６５０千円（P31） 

ウ 中心市街地活性化事業（※重複掲載）          ４７,４９６千円（P38） 

エ 健幸マイレージ事業（※重複掲載）           ３,６１４千円（P41） 

オ まちづくり活動支援事業               ２１,５８４千円（P54） 

 

地域の資源と人材を活かした活気に満ちた地域社会を確かなものとするためには、市民の

皆様が主体となり力を発揮していただくことが不可欠であり、行政はそれを後押しするとい

う形が望ましいことはいうまでもありません。 

このことから、市民、事業者、各種団体それぞれの持つ力を更に発揮していただくための

環境づくりに努めます。 

また、来年度予定している当市の名誉市民である諸橋轍次博士、岩田正巳画伯の生誕記念

事業においても、市民の皆様の潜在的な活力を最大限に引き出し、それが新たな取組を生み

出すきっかけとなるよう、それぞれ市民の皆様と共に実行委員会を組織した上で、効果的に

実施していきます。 

昨年、下田地域と福島県只見町とを結ぶ国道２８９号「八十里越」の暫定的な活用が始ま

りました。 

これを契機として、来年度は、本年４月にオープンする下田地域交流拠点施設を観光面に

おける下田地域との結節点と位置付け、ここを起点として八十里越を通り只見町に至る体感

ツアーバスを定期的に運行し、八十里越を含む下田郷全体の豊かな自然や歴史、文化のロマ

ンあふれる資源を最大限活かした、旅行者１人１人のニーズを満たす新しい観光モデルを定

着させていきます。 

さらに、平成２６年４月には新潟デスティネーションキャンペーンが開催されることから、

下田地域交流拠点施設と八十里越を軸に、吉ヶ平などの周辺スポットや下田地域で開催する

様々なイベントと連携した一体的かつ面的な観光戦略を構築していきます。 
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６－２ ３つの基盤 

１ 行財政改革の推進 

２ 社会インフラの整備促進 

３ 力強い地域基盤の確立 

 

(1) 行財政改革の推進    〔７５,００８千円  （主要事業説明資料 P31）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 住民情報系システム共同化推進事業          ６４,６３２千円（P26） 

イ 経営改革の推進                                        １３６千円（P56） 

ウ 人材育成の推進                   １０,２４０千円（P56） 

 

(2) 社会インフラの整備促進 

〔２,８８５,２２６千円 ※重複掲載を除く。（主要事業説明資料 P34）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 道路改良事業（下谷地柳場新田線、矢田中曽根新田線、森町院内線、興野新光線、支所土

場線、今井野新田１号線、岡野新田１号線、森町中浦線ほか） 

                           ４９７,９３１千円（P25） 

                   （24補正含み  ６２４,９３１千円） 

イ 新保裏館線道路改築事業              １１５,００２千円（P25） 

                   （24補正含み  ９２０,００２千円） 

ウ 水害対策事業                   ８６,０００千円（P51） 

 

７．２９豪雨災害からの復旧・復興に全力で取り組むほか、河川流量を調整し被害を最小限

に食い止めるための遊水地の整備を地元関係者の協力をいただきながら進めていきます。 

布施谷川については、「布施谷川・新川排水路及び貝喰川内水氾濫対策検討会」において、

既存施設の抜本的な改善を含め、被害軽減に向けた対策を検討します。 

さらに、内水対策として、緊急内水対策事業を引き続き確実に推進するとともに、旧一ノ木

戸小学校跡地への雨水地下貯留施設の設置と併せ、地上部分に避難所としても活用できる防災

機能を備えた公園の整備を図るため、関係機関や地域住民と協議を進めていきます。 

 道路交通網の整備については、都市計画道路新保裏館線などの道路整備事業を着実に推進す

るとともに、新市建設計画登載事業等の着実な推進を図りながら、市域の均衡ある発展と安心

で快適な都市環境整備に努めます。 

義務付け・枠付けの廃止など、地方分権が確実に進められる中、基礎自治体に課せられる責

任と期待される役割が着実に拡大しつつある一方、更なる高齢化の進展による扶助費の増加や

普通交付税の減額が見込まれるなど、大変厳しい財政状況にあります。 

こうした状況の中、限られた資源を有効に投資し、安定的かつ継続的な行政サービスを提供

していくため、事業の選択と集中による財政の柔軟性の確保に努めるとともに、職員 1 人 1

人の能力を今まで以上に高め、行政のプロとしての自覚と責任を持った職員の育成に力を入れ

るなど、新経営戦略プログラムに掲げるあるべき姿に向けた改革を着実に推進していきます。
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エ 緊急内水対策事業                 １３９,１３７千円（P51） 

                   （24補正含み  ２１０,１３７千円） 

オ 田んぼダム推進事業                  １,７７４千円（P51） 

カ 消防施設等整備事業                ４５,６００千円（P52） 

キ 消防団施設等整備事業               ４２,５５０千円（P52） 

ク 災害対策事業                   ４４,４１４千円（P52） 

ケ 地域防災力強化事業                  ４,３２７千円（P53） 

コ  農林水産施設災害復旧事業            １９４,３９８千円（P56） 

サ 災害復旧関連農林水産施設改良事業        １３３,７４８千円（P56） 

シ 災害復旧公共土木施設改良事業          ３５７,４９２千円（P56） 

ス 新市建設計画の推進                       １６１,１００千円※ 

                   （24補正含み  １６４,８００千円） 

※ 新市建設計画登載事業                                     （単位：千円） 

事  業  名 予算額 事  業  名 予算額 

新保裏館線道路改築事業 
(115,002)

【920,002】
吉ヶ平周辺整備事業 (33,000)

下谷地柳場新田線道路整備事業 
(     0)

【95,000】
交流拠点施設整備事業〔下田地域〕 (2,000)

矢田中曽根新田線道路整備事業 (30,250) 交流拠点施設整備事業〔保内地域〕
(236,000)

【397,406】

森町院内線道路整備事業 (67,000)
交流拠点施設整備事業〔競馬場跡地〕

（かわまちづくり事業） 
(59,150)

公共下水道事業〔三条地区〕(*) 412,057 第一中学校区小中一体校建設事業 
(1,251,505)

【4,593,421】

特環下水道事業〔栄地区〕(*) 237,421

特環下水道事業〔下田地区〕(*) 198,136
県事業費負担金 

1,100

【4,800】

ごみ処理施設建設事業 70,000

川通どれみ保育園建設事業 90,000
計17事業 

2,815,441

【7,288,163】

粟ヶ岳登山道ｱｸｾｽ道路整備事業 (11,620) 予算額( )書きを除く事業 
1,008,714

【1,012,414】

白鳥の郷公苑整備事業 
(1,200)

【66,900】
特別会計(*)を除く事業※ 

161,100

【164,800】

（予算額が(  )書きの事業は、重複掲載の事業、【  】書きの金額はH24補正を含んだ額） 

セ 最終処分場増設安定化事業                            ５５,０５３千円（P20） 
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(3) 力強い地域基盤の確立             （主要事業説明資料 P35） 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 地域ブランド推進事業（※重複掲載）          １０,７８５千円（P36） 

イ 救急医療施設運営事業（※重複掲載）          １０,１１２千円（P43） 

 

 喫緊の課題である県央地域における救命救急センター及び併設病院の整備、燕三条地域の

「軸」である「ものづくり」を更に高みに持っていくための仕組みの検討や燕三条ブランド

の積極的な展開など、県央地域で連携して着実に進め、地域の基盤を強固なものにしていき

ます。 

 さらに、日本海側最大の産業集積圏域である新潟において、グローバル化をチャンスとし

ていくためにも、引き続き、新潟市、長岡市、聖籠町と共に、新潟港の利用拡大につながる

取組を連携して推進していきます。 



●重点政策の総額は 19,190,250千円で、「１３か月予算」に占める割合は 37.5％

●投資的経費のうち重点政策に充当する経費は 9,537,857千円で、投資的経費全体に

　占める割合は 81.5 ％
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重点政策構成比

重 点 政 策
19,190,250千円
(37.5％)

一 般 政 策
31,994,750千円
(62.5％)

「１３か月予算」
51,185,000千円

投資的経費のうち重
点政策に充当する経
費
 9,537,857千円

投資的経費に
占める割合
（81.5％）

「１３か月予算」に
占める割合
（18.6％）

その他の投資的経費
　 2,160,653千円

投資的経費
11,698,510千円
(22.9％)

義務的経費
21,722,547千円
(42.4％)

その他の経費
17,763,943千円
(34.7％)

国の平成24年度補正予算で措置された交付金などを最大限活用し、
平成25年度当初予算 と 平成24年度３月補正予算 を一体のものとして捉えた「１３か月予算」として編成
　 [44,875,000千円]　  ＋　   　[6,310,000千円]         →[51,185,000千円]

「１３か月予算」
51,185,000千円


